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はじめに

わが国の都市防災対策・市街地安全化のための主要な柱を構成し今も変わらない重
要性を持っている課題として、都市火災対策が挙げられます．また、地方自治体が行
う地震被害想定でも今なお相当の火災被害が発生することが予測されています．

ここでは、大規模地震時に発生すると考えられる都市火災について、自宅周辺などで
火災が発生した場合の被害予測などのシミュレーションを行うことができる火災延焼シ
ミュレーションの使用方法についてまとめております．

＊ここで紹介する火災延焼シミュレーションを操作、実行するためにはお渡しするシ
ミュレーションソフトの他に、各自で国土地理院から国土空間データをダウンドロードし
て頂く必要があります．

国土空間データの取得方法については別紙を参照してください．
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任意の地域データの採取・自動生成FSS2Data P.11～P.25

建物データの変更FSS2 P.26～P.40

避難経路作成
（補足：植樹・緑地の設定）

FSS2Data P.41～P.59
（p44~p46）

シミュレーションの実行FSS2 P.67～P.71

火災シミュFSS2Date(2.12.0.0)最新マニュアル

国土空間データのダウンロード P.3～P.10

出火点と避難者の設定FSS2 P.60～P.66
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国土空間データの
ダウンロード



国土地理院 基礎地図地盤情報ダウンロードサービスより、
基盤地図情報基本項目の「ファイル選択へ」をクリックします。

「ファイル選択へ」をクリック
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ユーザー登録が済んでいる方はID・パスワード
を入力してログインをクリック。

初めての方はユーザー登録が必要なので
「新規登録」をクリックし、登録する

データのダウンロード前にログインを選択します。
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建物データを取得したい場所を選択します。

マウスを上下にスクロールすることで、
地図の拡大、縮小ができます。
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取得したい場所のメッシュ上番号をクリックすると、
選択リストにリストアップされます。

選択終了したら、「ダウンロードファイル確認へ」を
クリックし、空間データのダウンロードに移ります。

地図上の選択のほかに、選択方法指定
で市町村での検索や、２つのメッシュを同
時に取得できるように選択できます。

「ダウンロードファイル確認へ」をクリック
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空間データをダウンロードします。
ダウンロードしたいデータにチェックをし、
ダウンロードボタンをクリックします。

チェック ダウンロード
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圧縮フォルダとしてダウンロードされるので「すべて展開」より、
展開して表示できるようにします。

すべて展開
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地域名の名前をつけたフォルダを作成し、展開した
フォルダに含まれる全てのデータをそのフォルダに
入れます。

新しく作成した地域名
のフォルダに入れる
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任意の地域データの
採取・自動生成



FSS2Dataによってシミュレーションを行う上でのデータを作成します。

クリック

FSS2Dataでは、緑地化を設定す
ることができます。
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FSS2Dataを起動するとまずデータ作成プログラムの概要の
画面が表示されますので「次へ」をクリックます。

「次へ」をクリック
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次に「 FSS2Dataのはじめに」の画面表示がされますので

「概要を閉じる」ボタンをクリックします。

「概要を閉じる」を
クリック

14



「建物座標抽出プログラムを使用して必要なデータを自動作成する」
をクリックします。

「建物座標抽出プログラムを使用し
て必要なデータを自動作成する」を
クリック
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「次へ」という画面が出てきますので「OK」ボタンをクリックします。

「OK」をクリック
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「作成するデータ名」に任意の地域の名前を入力し、決定ボタンを
クリックします。

作成するデータ名を入力

「決定」をクリック
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データ名を入力後、そのデータを保存したいフォルダを選択します。
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「次へ」の画面が出てきますので「OK」をクリックします。

「OK」をクリック
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「基盤地図情報から建物取得」の画面が出るので、ファイル
の空間情報フォルダの読み込みをクリックします。
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国土地理院の「基盤地図情報ダウンロードサービス」からダ
ウンロードした空間データを保存した場所から表示します。
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表示されたら、右記の使用方法を参考にし、
移動や拡大を行って、シミュレーションを実
行する範囲を設定し、「データフォルダとして
建物データ保存」をクリックし、保存します。

マウス キーボード

拡大 上スクロール *キー

縮小 下スクロール /キー

移動
ホイールを押しながら

マウス移動
矢印キー

移動範囲の増加 なし 　+キー

移動範囲の減少 なし 　－キー

使用方法
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「データフォルダとして建物データ保存」
をクリック



「OK」ボタンをクリックし、「×」画面を閉じ
ます。

「OK」をクリック
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データ作成するまでしばらく待ちます。
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データ作成が完了しました。
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建物データの変更



FSS2によって建物データの変更が出来ます。

FSS2では、FSS2Dataで作成したデータを用

いて、実際に火災シミュレーションとして実
行することができます。また、建物データ
の変更もできます。

建物データの変更
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ファイルより「任意のフォルダにあるデータを
開く」から先ほど作成したデータを開きます。
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先ほど作成したデータを開く。
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先ほど作成したデータが開くことを確認します。



FSS2より、下図は、シミュレーションの実行画面です。

「データ変更」をクリックすると建物データを変更できる画
面に映ります。

「データ変更」を
クリック
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選択した建物のデータが
表示される

既存建物の状態を変更する場合には、表示している建物をクリックします。

建物を選択すると表示が変更され、該当建物のデータが表示されます。

既存建物を選択
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建物の燃え方を変更する場合には、属性を変更します。

「建物のデータ設定」

座標点の色が変更される

属性を変更できる
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空地化した建物

データ変更した建物
（防火木造→耐火造）

「決定」ボタンをクリックすると建物データが変更され表示が変わります。元の
状態から変更された建物は赤枠で、空地化した建物は赤色で表示されます。
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追加し建物は
赤枠で示される

新規追加した建物も赤枠で表示されます。

データ変更の作業は以上で、変更したデータを適用して保存するために
「適用」ボタンをクリックします。

「適用」を
クリック
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変更したデータを保存するための状態フォルダ名を入力します。

入力が終わったら「決定」ボタンをクリックします。

データ変更・保存は建物数が多い等の条件で時間がかかることがあります。

保存するデータ名を入力

「決定」をクリック
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データ作成に時間を要することがあります。



データ作成完了すると、「OK」ボタンをクリックします。

「OK」をクリック
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変わっていることを確認

データが変わっていることを確認します。
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「終了」をクリック

終了をクリックし、FSS2を閉じます。
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避難経路の設定
補足：植樹・緑地の設定（ｐ44～ｐ46）



避難経路の設定

FSS2Dataで避難経路のデータをシミュレーションに適用させます。

クリック

FSS2Dataで避難経路等を設定する
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「前回の続きから」を
クリック

前回の続きからでｐ11～ｐ25で作成したデータを選択します。
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植樹・緑地化の設定画面が起動します。

クリック
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この画面で植樹と緑地の設定を行えます。

ここで属性
変更
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クリック

今回は特に植樹・緑地の設定は必要ないため
「保存して次へ」をクリック。
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簡易ネット・ペトリネットデータ（避難経路）作成の流れが出され、
「概要を閉じる」をクリックします。

「概要を閉じる」
をクリック
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「次へ」という画面が出てきますので、「OK」をクリックしてください。

「OK」をクリック
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交差点や行き止まりとなる場所を
クリック

交差点設定

避難経路となる交差点設定です．交差点や行き止まりとなる
場所をクリックしてください．クリックした箇所が青丸で表示．
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屈曲部分にも
クリック

曲がりくねった道路の箇所にもクリックして下さい.
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①「道路作成」
をクリック

道路設定

道路設定です．まず，道路作成をクリックします．
すると、「次へ」という画面が表示されますので「ＯＫ」を
クリックしてください．
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交差点をクリック

始点とする交差点をクリックしてください．
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結ぶ交差点に矢印を合わせる

結びたい交差点に伸びるラインの先端を合わせて下さい．
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さらに次に結びたい交差点に向けて
ラインの先端を合わせる

クリックした交差点からさらに新たな交差点を結ぶ場合は
同様にラインの先端を合わせて下さい．
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①「図形選択」
をクリック

②削除したい交差点又は
道路をクリック

③「選択図形を削除」をクリック

道路，交差点を削除

道路，交差点を削除する時は「図形選択」をクリックします．

削除したい交差点または道路をクリックします．するとクリッ
クした部分が赤色で表示されます．そして「選択図形を削
除」をクリックします．
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選択した道路が削
除されました．

ご覧のように選択した図形が削除されます．
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②「OK」をクリック

①「簡易道路ネット保存」
をクリック

道路、交差点の作成データを保存します．
「簡易道路ネット保存」をクリックします．
「次へ」の画面が出ましたらで「OK」をクリックして下さい．

道路，交差点の作成データの保存
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終了をクリック

終了をクリックし、出火点と避難者設定を行う。
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出火点と避難者の設定



FSS2を開き、出火点と避難者の設定を行う。

FSS2では、FSS2Dataで作成したデータを用

いて、実際に火災シミュレーションとして実
行することができます。また、建物データ
の変更もできます。

出火点と避難者設定
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ファイルより「任意のフォルダにあるデータを
開く」から先ほど作成したデータを開きます。



「計算結果保存」や「画像保存」で検証結果を視覚化、
数値化にして残すことができます。
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風向や風速を設定し、気象条件を設定していきます。

風向は8方向
風速は2m/s～15m/sで設定できる
また、単位時間や終了時間も変更可能

「次へ」をクリック
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出火点を設定

火元と設定したい建物をクリックすることで建物が赤くなり、
出火点を設定できます。
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避難者の設定
作成した避難経路を基に避難者設定を行っていきます。

避難者を設定

設定を保存
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避難者の設定の完了。
シミュレーションの実行を行っていきます。

「開始」を実行
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シミュレーションの実行
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シミュレーションの実行

カーソルを建物の上に持っていくと、出火されて何分後に
該当する建物が発火したか示すことができます。



終了時間に達したら火災シミュレーションが停止して終了します。

再度火災シミュレーション設定を行うには「はじめから」ボタンをクリックします。

終了する場合は「終了」ボタンをクリックします。
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作成したデータの「Output」フォルダに検証結果の
データが作成されています。
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シミュレーション実行時に「計算結果保存」に
チェックすると、延焼面積.csvでは発火からの
経過時間と延焼建物数、
延焼面積の関係性を見ることができます。

また、「画像保存」にチェックすると、経過時
間ごとの延焼結果を地図上で表せることがで
きます。
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まとめ

火災シミュレーションでは、国土地理院から任意の場所を設定し、気象条件な
ども設定することが出来ます。さらに植樹・緑地や避難者設定など細かい条
件の設定も行うことが可能であり、精密なシミュレーションを行えます。

地震火災、通電火災などさまざまな要因で火災は生じ、瞬く間にその被害が
広まってしまうことを火災シミュレーションでは、視覚的に認識することが出来、
防災意識の向上に多大なる影響を与えることが予想されます。

火災シミュレーションを使用し、道路ネットワークを用いて、地震火災と重ね合
わせることで、再現や違った用途で、新たな防災コンテンツ、新たな防災まち
づくり要因として活躍することが出来ると考えています。


